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２０１０年３月１日 
武庫川流域委員会 
委員長 松本誠様 

千代延明憲 
 

財政面からも実現可能性 100％を目指す河川整備計画を 
～ 新規ダムの検討継続の整備計画への位置づけは不適切 ～ 

 ９７年の河川法改正により、それまでの工事実施基本計画は、長期目標を掲げる河川整

備基本方針と２０ ～３０年で実現を目指す河川整備計画に分離して策定することになり

ました。河川整備計画に求められる重要な要素は、「一定期間内における計画の実現」です。

その実現可能性を大きく左右するのが財政上の裏付けです。 
 さて、先般河川管理者から提示された武庫川水系河川整備計画原案（以下原案という）

についていえば、その点はどうでしょうか。 
 原案の計画期間は２０年、概算事業費は 420億円となっています。年間平均 21億円です。

この概算金額は、兵庫県の過去からの予算の推移、最近の厳しい状況、県下に抱える多く

の管理河川への事業費配分等を十分考慮され、妥当な金額として示されたものとして意見

を述べさせていただきます。 
 
新規ダム建設検討継続の整備計画への位置づけは不適切 
 原案では、過去に経験したことのない大きな洪水が発生することが考えられるとして、

それへの対応につき次のように記述されています。 
「・・・河川整備基本方針の目標達成に向けて、さらなる洪水に対する安全度の向上が

必要である。」、「したがって、千苅ダムの治水活用や武庫川峡谷での新規ダム建設等につい

て、その必要性・可能性の検討を継続し、具体的な方向性が定まった場合には、計画上の

取り扱いについて検討する。」と。 
この文章を素直に読みまた河川管理者の原案の説明を聞いていますと、河川管理者の意

向は、原案における整備目標は戦後最大洪水（昭和 36 年 6 月 27 日洪水）としているが、

整備期間中にこれを超える規模の洪水が発生すれば、千苅ダムの治水活用や武庫川峡谷で

の新規ダム建設を整備計画に追加するという姿勢表明と受け取ることができます。 
しかし、仮に武庫川峡谷での新規ダム建設を計画期間中に整備計画に位置づけることに

なれば、その事業費は、少なくとも本原案に示されている概算事業費 420 億円を大きく超

えることになりましょう。このことは、整備計画の実現可能性が財政面から概ね裏付けら

れているかという点で「不適切」と判断せざるをえません。新規ダム建設を整備計画の付

録として、あるいは整備計画の余裕度の中のものとして扱うには余りに過大です。 
従って私は、原案における「・・・武庫川峡谷での新規ダム建設について、その必要性・

実現可能性の検討を継続し、・・・」は削除すべきであると考えます。前回提出させていた
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だいた私の意見書では、新規ダムは最後の手段という位置づけにすべきであると述べまし

たが、整備計画はその性格からして基本方針と違い「実現可能」でなければなりません。

この観点から、上述のように考えるに至りました。少なくとも流域住民は、整備計画が成

案となって示されれば、その計画内容は整備計画期間の２０年で確実に実施されるものと

期待し、その結果整備計画見合いの治水安全度は高まると信じます。その期待を裏切って

はなりません。原案審議にあたってはこのことの重さを十分認識いただきたいと考えます。 
なお、超過洪水への対応については、治水の最大の目標は人の命を守ることにあります

から、少なくとも破堤までに逃げる時間的余裕を与える「破堤しにくい、しぶとい堤防」

にしておくことが肝要です。それを可能にするのが、「築堤区間の計画高水位より上の堤防

強化」です。整備目標を超える洪水、さらには基本方針における基本高水流量を超える洪

水すらいつ生起するかわからない自然相手の対策である故、「築堤区間の計画高水位より上

の堤防強化」を本整備計画の中に是非盛り込んでいただくよう重ねて要望します。そのた

めに、原案審議中に前述の「堤防強化」の概算事業費を、河川管理者に算定いただいて審

議を深めていただくようお願い致します。 
 
千苅ダムの治水活用について 
 この件も前回の意見書で触れていますが、千苅ダムの治水活用についての河川管理者の

検討結果を早急に明らかにさせていただきたいと考えます。 
 明らかにしていただきたい点の一つは、千苅ダムの貯水容量を全部はともかく一部でも、

治水活用の可能性があるか否かという点です。よくある利水者の観念的異常渇水を想定し

た利水の安全、安心でなく、社会通念上の客観的視点からの可能性についてお願いします。 
 もう一点は、治水活用が可能との判断が出た場合、治水活用に要する概算事業費がどの

くらいかを河川管理者から提示いだきたいと考えます。 
 その上で、交渉相手のあることも踏まえて、原案審議中に整備計画に位置付けるかどう

か結論付けていただくよう要望致します。 
                                     以 上 
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